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以下の通り表記に誤りがありました。ご迷惑をおかけしましたことを訂正してお詫び申し上げます。

該当刷
ページ

該当箇所 【誤】 【正】

初版～6刷
p.26

最終行

初版～4刷
p.65

11行目

初版～7刷
p.74

6行目

初版～6刷
p.81

最終行 （定理 1.03 (3)） （定理 1.02 (3)）

初版～6刷
p.86

7行目

初版～5刷
p.88

図の中の式

初版～4刷
p.96

下から6～4行目
（3箇所）

初版～5刷
p.120

15行目

初版～4刷
p.127

7～8行目

初版～4刷
p.135

4行目、赤枠内
（2箇所）

初版～4刷
p.137

下から2行目 〃 〃

初版～4刷
p.138

2行目

〃 下から4行目

初版～6刷
p.139

図中の赤字

初版～4刷
p.140

下から6行目

5刷
p.140

〃

初版～6刷
p.155

1行目 定理 1.36 より 公式 1.36 より

初版～9刷
p.164

11行目

𝐴𝑧 𝑎, 𝑡, 𝑧 𝑎
𝑦 𝐴𝑧 𝑎, 𝑡, 𝑧 𝑏

𝑦

（分子） 𝑧 − 𝑎 （分子） 𝑧 − 𝑐

分子が 𝑦 − 𝑥 の 分数が 𝑦 − 𝑥 の

𝜏𝑥𝑥 𝜏𝑥𝑦 𝜏𝑥𝑧
𝜏𝑦𝑥 𝜏𝑦𝑦 𝜏𝑦𝑧
𝜏𝑧𝑥 𝜏𝑦𝑧 𝜏𝑧𝑧

𝜏𝑥𝑥 𝜏𝑥𝑦 𝜏𝑥𝑧
𝜏𝑦𝑥 𝜏𝑦𝑦 𝜏𝑦𝑧
𝜏𝑧𝑥 𝜏𝑧𝑦 𝜏𝑧𝑧

𝜏𝑥𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑥𝑦𝑛𝑦 𝜏𝑥𝑧𝑛𝑧
𝜏𝑦𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑦𝑦𝑛𝑦 𝜏𝑦𝑧𝑛𝑧
𝜏𝑧𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑦𝑧𝑛𝑦 𝜏𝑧𝑧𝑛𝑧

𝜏𝑥𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑥𝑦𝑛𝑦 𝜏𝑥𝑧𝑛𝑧
𝜏𝑦𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑦𝑦𝑛𝑦 𝜏𝑦𝑧𝑛𝑧
𝜏𝑧𝑥𝑛𝑥 𝜏𝑧𝑦𝑛𝑦 𝜏𝑧𝑧𝑛𝑧

න
𝑉

𝜕𝜌

𝜕𝑡
+ div 𝜌𝒗 𝑑𝑉 = 0 න

𝑉

𝜕𝜌

𝜕𝑡
+ div 𝜌𝒗 𝑑𝑉 𝑑𝑉 = 0

න
𝑉

𝜕𝜌

𝜕𝑡
+ 𝑑𝑖𝑣 𝜌𝑣 𝑑𝑉 𝑑𝑉 = 0 න

𝑉

𝜕𝜌

𝜕𝑡
+ div 𝜌𝒗 𝑑𝑉 𝑑𝑉 = 0

𝜏𝑥𝑥 𝜏𝑥𝑦 𝜏𝑥𝑧
𝜏𝑦𝑥 𝜏𝑦𝑦 𝜏𝑦𝑧
𝜏𝑧𝑥 𝜏𝑦𝑧 𝜏𝑧𝑧

𝜏𝑥𝑥 𝜏𝑥𝑦 𝜏𝑥𝑧
𝜏𝑦𝑥 𝜏𝑦𝑦 𝜏𝑦𝑧
𝜏𝑧𝑥 𝜏𝑧𝑦 𝜏𝑧𝑧

𝑥 = 𝑎 1 −
𝑦

𝑎
𝑥 = 𝑎 1 −

𝑦

𝑏

= ∑𝑏𝑖 + ∑𝑏𝑖 = ∑𝑎𝑖 + ∑𝑏𝑖

右辺の 𝑥 成分は 左辺の 𝑥 成分は

0 ≦ 𝑟 ≦ 1，0 ≦ 𝜃 < 2𝜋 0 ≦ 𝑟 ≦ 1，0 ≦ 𝜃 ≦ 2𝜋

𝑛 𝑡 𝑛 𝑥

න
𝑦 0

𝑦 2

𝐹𝑦𝑑𝑥 න
𝑦 0

𝑦 2

𝐹𝑦𝑑𝑦

−
𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑥
+

𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑦
+

𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑧

= −
𝜕

𝜕𝑥
−𝐸𝑥 = 𝐸

−
𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑥
,
𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑦
,
𝜕𝑉 𝑥

𝜕𝑧

= 𝐸 , 0 , 0
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初版～8刷
p.175

図

初版～7刷
p.189

下から4行目

初版～6刷
p.190

赤枠の下
4～5行目

初版～4刷
p.193

最終行 法則 2.06 法則 2.07

初版～7刷
p.196

枠内
右

初版～6刷
p.202

下から7行目

初版～4刷
p.204

下から3行目

初版～3刷
p.217

右上の赤字解説

初版～3刷
p.226

枠内 2行目

初版～7刷
p.232

枠内
最終行

初版～7刷
p.233

4行目

初版～9刷
p.233

下から3行目

初版～5刷
p.237

赤枠の下
4行目

初版～5刷
p.239

本文12行目

初版～7刷
p.240

図
赤枠内

初版～7刷
p.245

最終行 右側を 左側を

初版～5刷
p.246

下から5行目

6刷～9刷
p.246

下から5行目

𝐴−1 =
1

𝑎𝑑 − 𝑏𝑐
=

𝑑 −𝑏
−𝑐 𝑎

𝐴−1 =
1

𝑎𝑑 − 𝑏𝑐
𝑑 −𝑏
−𝑐 𝑎

𝑈 𝑗𝑚
𝑗𝑘𝑙

= 𝑆 𝑖
𝑗 𝑇𝑘𝑙𝑚 𝑈 𝑗𝑚

𝑖𝑘𝑙 = 𝑆 𝑖
𝑗 𝑇𝑘𝑙𝑚

𝜕𝜙(𝓍, 𝑡)

𝜕𝑡2
𝜕2𝜙(𝓍, 𝑡)

𝜕𝑡2

𝑥′𝑖𝑗 𝒆
′
𝑖 ⊗𝒇′𝑗

= 𝑥′𝑖𝑗 𝑏
𝑘
𝑖 𝒆

′
𝑘 ⊗ 𝑎𝑗 𝑙𝒇

′𝑙

= 𝑏𝑘𝑖 𝑎
𝑗
𝑙 𝑥

𝑖
𝑗 𝒆

′
𝑘 ⊗ 𝒇′𝑙

= 𝑥𝑘𝑙 𝒆
′
𝑘 ⊗ 𝒇′𝑙

𝑥𝑘𝑙 𝒆𝑘 ⊗𝒇𝑙

= 𝑥𝑘𝑙 𝑏
𝑖
𝑘 𝒆

′
i ⊗ 𝑎𝑙𝑗𝒇

′𝑗

= 𝑏𝑖𝑘 𝑎
𝑙
𝑗 𝑥

𝑘
𝑙 𝒆

′
𝑖 ⊗ 𝒇′𝑗

= 𝑥′𝑖𝑗 𝒆
′
𝑖 ⊗ 𝒇′𝑗

𝑆′𝑖𝑗𝑘 𝒆𝑖 ⊗𝒆𝑗 ⊗ 𝒇𝑘

= 𝑆𝑖𝑗𝑘 𝒆′𝑖 ⊗ 𝒆′𝑗 ⊗ 𝒇′𝑘
𝑆𝑖𝑗𝑘 𝒆𝒊 ⊗𝒆𝑗 ⊗𝒇𝑘

= 𝑆′𝑖𝑗𝑘 𝒆′𝑖 ⊗𝒆′𝑗 ⊗𝒇′𝑘

−2𝒆1 ⊗𝒆2⨂𝒇2 2𝒆1 ⊗𝒆2⨂𝒇2

発生するジュール熱 𝑤 は,

𝑤 = 𝐼𝑉

発生するジュール熱 𝑊 は,

𝑊 = 𝐼𝑉

= 0 (2.30)より = 0 (2.39)より

𝑤 𝑡 = 𝑉 𝑡 𝑖 𝑡 𝑤 𝑡 = −𝑉 𝑡 𝑖 𝑡

𝑦′1, 𝑦 ′2 を 𝑦1 , y2

𝜀0𝐸𝑦𝐸𝑦 +
1

𝜇0
𝐵𝑦𝐵𝑧 𝜀0𝐸𝑦𝐸𝑧 +

1

𝜇0
𝐵𝑦𝐵𝑧

𝑦′1, 𝑦
′
2 を 𝑦1 , y2

(𝑦′1, 𝑦 ′2 ) = (𝑦1 , y2 ) (𝑦′1, 𝑦
′
2 ) = (𝑦1 ,

𝑆′𝑖𝑗𝑗 𝑒
′
𝑗 𝑆′𝑖𝑗𝑗 𝑒

′
𝑖

2𝒆1 ⊗𝒆2⨂ 𝒇22𝒆1 ⊗𝒆2⨂𝒇1

𝑎𝑖𝑗 𝑎𝑗 𝑖
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初版～7刷
p.254

本文
4行目～7行目

初版～4刷
p.268

下から3行目

初版～8刷
p.275

2行目

初版～9刷
p.283

4行目

初版～9刷
p.284

下から4行目

初版～4刷
p.290

赤枠の下
1行目

初版～7刷
p.320

本文4行目

初版～6刷
p.322

表内（2箇所）

5刷～9刷
p.326

本文6行目

初版～7刷
p.326

本文8行目

初版～7刷
p.331

下から3行目

初版～9刷
p.339

下から3行目

初版～5刷
p.342

最終行

初版～6刷
p.356

5行目

初版～9刷
p.358

下から3行目

初版～7刷
p.369

5行目

初版～8刷
p.375

本文
8行目

初版～8刷
p.382

12行目 4次ポテンシャル 4元ポテンシャル

初版～7刷
p.394

7行目 電束密度 B の 磁束密度 B  の

初版～7刷
p.402

3行目 定義 4.19 の 定義 4.20 の

初版～4刷
p.407

最終行 ファラデー 法則 2.16　ファラデー

(𝑥′1 , 𝑥′2) (𝑥1 , 𝑥2)

𝑋𝑘 = 𝑏𝑘𝑚𝑋
𝑚 𝑋′𝑘 = 𝑏𝑘𝑚𝑋

𝑚

𝑑𝑠2 == −𝑐2𝑑𝑡2 + 𝑑𝑥2 + 𝑑𝑦2 𝑑𝑠2 = −𝑐2𝑑𝑡2 + 𝑑𝑥2 + 𝑑𝑦2

𝑎 𝑣 倍 𝑎 𝑉 倍

𝑢′𝑦 = 𝛾 𝑢1 − 𝛽𝑢0 𝑢′𝑥 = 𝛾 𝑢1 − 𝛽𝑢0

𝜇𝑆′𝑖𝑗𝑘 + λ𝑇′𝑖𝑗𝑘

= 𝜇𝑏𝑖𝑙 𝑏
𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘𝑠

𝑙𝑚
𝑛 + 𝜆𝑏𝑖𝑙𝑏

𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘𝑇

𝑙𝑚
𝑛

= 𝑏𝑖𝑙𝑏
𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘 𝜇𝑆𝑙𝑚𝑛 + 𝜆𝑇𝑙𝑚𝑛

よって，座標 𝑥 で𝜇𝑆𝑖𝑗𝑘 + 𝜆𝑇𝑖𝑗𝑘と表され

るテンソルの座標 𝑥′ での成分は

𝜇𝑆′𝑖𝑗𝑘 + 𝜆𝑇′𝑖𝑗𝑘です。

𝜆𝑆′𝑖𝑗𝑘 + 𝜇𝑇′𝑖𝑗𝑘

= 𝜆𝑏𝑖𝑙𝑏
𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘𝑠

𝑙𝑚
𝑛+ 𝜇𝑏𝑖𝑙𝑏

𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘𝑇

𝑙𝑚
𝑛

= 𝑏𝑖𝑙𝑏
𝑗
𝑚𝑎

𝑛
𝑘 𝜆𝑆𝑙𝑚𝑛 + 𝜇𝑇𝑙𝑚𝑛

よって，座標 𝑥 で𝜆𝑆𝑖𝑗𝑘 + 𝜇𝑇𝑖𝑗𝑘と表さ

れるテンソルの座標 𝑥′ での成分は

𝜆𝑆′𝑖𝑗𝑘 + 𝜇𝑇′𝑖𝑗𝑘です。

𝑥, 0 = 0, 0 を 𝑥, 𝑐𝑡 = 0, 0 を

𝑆′ での座標を 𝑆 での座標を

𝑉𝑥

𝑽
− 𝑟

𝑉

𝑐
∙
𝑉𝑥

𝑽
𝑐𝑡

𝑉𝑥

𝑽
− 𝑟

𝑽

𝑐

𝑉𝑥

𝑽
𝑐𝑡

𝑃0 , 𝑃1 , 𝑃2 , 𝑃3 𝑃0 , 𝑃1 , 𝑃2 , 𝑃3

2𝑥′1 + 𝑥′2 2 5𝑥′1 + 3𝑥′2

2𝑥′1+𝑥′2 5𝑥′1 + 𝑥′2 2

2𝑥′1 + 𝑥′2 2 5𝑥′1 + 3𝑥′2

2𝑥′1+𝑥′2 5𝑥′1 + 3𝑥′2 2

エネルギーmc2 を単位体積で エネルギーmc2 を体積で

𝜕𝑓

𝜕𝑥′𝑖
= 𝑎𝑗𝑖

𝜕𝑓

𝜕𝑥′𝑗
𝜕𝑓

𝜕𝑥′𝑖
= 𝑎𝑗𝑖

𝜕𝑓

𝜕𝑥𝑗

𝑇，
1

2
𝑔𝑇2，0，0 𝑐𝑇，

1

2
𝑔𝑇2，0，0

=
𝜕𝑓

𝜕𝑥𝑗
ሶ𝑐𝑗 𝑡 =

𝜕𝑓

𝜕𝑥𝑗
ሶ𝑐𝑗 𝑡

𝑆′ の 𝑥′ = 0 の𝑆 の 𝑥′= 0 の

𝑣𝑡0，0，0 𝑐𝑡0，𝑣𝑡0，0
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初版～9刷
p.409

下から11行目、
7行目（2か所）

初版～7刷
p.424

表内 微分の変換則 スカラーの微分

〃 〃 ベクトル場 ベクトル場の成分

初版～8刷
p.427

下から2行目

初版～8刷
p.428

1行目

初版～5刷
p.436

3行目

初版～5刷
p.436

4行目

初版～5刷
p.437

下から3行目

初版～9刷
p.449

下から4行目

〃 下から3行目

初版～9刷
p.450

3行目

〃 4行目

初版～7刷
p.453

本文5行目

初版～6刷
p.454

下から6行目

初版～8刷
p.458

13行目

初版～5刷
p.471

赤枠下
2行目

初版～7刷
p.472

3行目

初版～5刷
p.497

下から2行目
右端に追加

初版～9刷
p.500

7行目

初版～7刷
p.501

6行目

初版～4刷
p.525

下から8行目

初版～4刷
p.533

下から2行目

+ 𝛤𝑠
𝑚𝑘𝑔𝑖𝑠 + 𝛤𝑠

𝑚𝑙𝑔𝑖𝑠

2𝑔𝑘𝑗
𝑑𝑥𝑖

𝑑𝑠
2𝑔𝑘𝑗

𝑑𝑥𝑗

𝑑𝑠

𝜕𝑥1

𝜕𝑢1 𝜕𝑢2
𝜕2𝑥1

𝜕𝑢1 𝜕𝑢2

𝜕𝑥1

𝜕𝑢1 𝜕𝑢2
𝜕2𝑥1

𝜕𝑢1 𝜕𝑢2

𝜕𝑥𝑗

𝑑𝑢𝑝

𝜕𝑥𝑗

𝜕𝑢𝑝

𝜕2𝑆

𝜕𝑢′𝑗 𝜕𝑢′𝑘
𝜕𝑆

𝜕𝑢′𝑗 𝜕𝑢′𝑘

𝒂 // 𝒃でベクトル𝒂 , 𝒃 が

平行であることを表す

𝜕𝑥𝑘

𝜕𝑢𝑗
=

𝜕𝑢𝑖

𝜕𝑢′𝑗
𝜕𝑥𝑘

𝜕𝑢𝑖
𝜕𝑥𝑘

𝜕𝑢′𝑗
=

𝜕𝑢𝑖

𝜕𝑢′𝑗
𝜕𝑥𝑘

𝜕𝑢𝑖

𝑟 𝑡 = ሶ𝑐′1 𝑡 , ሶ𝑐′2 𝑡 𝑟 𝑡 = 𝑐′1 𝑡 , 𝑐′2 𝑡

+
𝜕𝑢′𝑙

𝜕𝑢𝑖
𝜕2𝑢𝑖

𝜕𝑢′𝑗𝜕𝑢′𝑘
+
𝜕𝑢′𝑛

𝜕𝑢𝑖
𝜕2𝑢𝑖

𝜕𝑢′𝑗𝜕𝑢′𝑘

= 𝑆1 ∙ 𝑆1 ∙ 𝑆2 ∙ 𝑆2 = 𝑆1 ∙ 𝑆1 𝑆2 ∙ 𝑆2
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𝜕𝑓

𝜕𝑥𝑘𝜕𝑥𝑙
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𝜕2𝑓

𝜕𝑥′𝑖𝜕𝑥′𝑗
= 𝑑𝑥′𝑖⨂𝑑𝑥′𝑗 =

𝜕2𝑓

𝜕𝑥𝑘𝜕𝑥𝑙
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𝜂𝑖𝑗 = 𝛬𝑘𝑖𝛬
𝑙
𝑖𝜂𝑘𝑙 𝜂𝑖𝑗 = 𝛬𝑘𝑖𝛬

𝑙
𝑗𝜂𝑘𝑙

+𝐺𝑖𝑗 𝐴
𝑖 ∇𝑘 (𝐵

𝑗) +𝐺𝑖𝑗 𝐴
𝑖 ( ∇𝑘 𝐵

𝑗)

= ∇𝑘(𝐻
𝑖
𝑗)𝐴𝑖𝐵

𝑗 +𝐻𝑖
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𝑗𝐴𝑖∇𝑘(𝐵
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𝑗( ∇𝑘𝐴𝑖)𝐵

𝑗

+𝐻𝑖
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𝑖𝐵𝑗
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𝑗𝐴𝑖( ∇𝑘𝐵
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𝑗𝐴𝑖∇𝑘(𝐵
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𝜃𝜑𝜃
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𝜂𝑘𝑙 𝑔𝑖𝑗 =

𝜕𝑥′𝑘

𝜕𝑥𝑖
𝜕𝑥′𝑙

𝜕𝑥𝑗
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−𝑔𝑖𝑗𝑑𝑥𝑖𝑑𝑥𝑖
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𝑐
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𝜑𝜃𝜑 +～

𝜕𝛤𝜃
𝜑𝜑

𝜕𝜃
−
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−
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𝑑𝑥′
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𝛼

𝑑
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𝑢 𝑥′ = 𝑢 𝑥′

𝐵𝑡𝑈𝑆𝑈𝐵 𝑡𝐵𝑡𝑈𝑆𝑈𝐵

𝑥′𝑖 を設定します。慣性に (𝑥′𝑖) を設定します。慣性系に

𝑔𝑖𝑗 =
𝜕′𝑥𝑘

𝜕𝑥𝑖
𝜕′𝑥𝑙

𝜕𝑥𝑗
𝜂𝑘𝑙 𝑔𝑖𝑗 =
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𝜕𝜙′𝑙
𝑖

𝜕𝑥′𝑙
=

𝜕𝜙𝑙
𝑖

𝜕𝑥′𝑙
𝜕𝜙′𝑙

𝑖
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=
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𝑖
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𝑑𝑠

𝜕𝐿

𝜕𝑥𝑘
−

𝜕𝐿

𝜕𝑥𝑘
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𝑑

𝑑𝑠

𝜕𝐿

𝜕 ሶ𝑥𝑘
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𝜕𝑥𝑖
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